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半世紀のおくりもの 

校長 石神 徹 

 朝、ひんやりとした体育館に足を踏み入れると、

北東上壁面に校歌木彫りが凛として、私をみつめ

ます。木質と歴史の重みと風格を誇り、その威厳

は毅然としながら、温かみを滲ませます。６月１

日は半世紀の開校記念日であり、今号はこの校歌

木彫りを深彫、いや、深堀します。 

 

 開校を担った初代校長、清水武二先生は美術の

専門家であり、雅号「竹雨」で刻んだこぶしとつつ

じの木彫りは校長室入口に咲き、麗しの薫りは永

遠です。校章は先生の教え子であり、当時、武蔵野

美大デザイン科の遠藤助教授が制定委員会で検討

されたものをまとめました。校歌詞は教職員が紡

ぎ上げました。旋律は先生の弟の友人で、多くの

芸能・歌謡曲を世に送り出した山本直純氏により

ました。氏のなつかＣＭは M永チョコレートの♪

大きいことはいいことだ。昭和感てんこ盛り。本

校校歌は壮大にして繊細、優美にして闊達に歌い

継がれています。 

 木彫りの視線が注ぐ体育館で遊び育つ子どもた

ちに木彫りへのコメントを求めました。４年生か

らです。「子どもが彫ったとは思えない。とてもき

れいに彫れているから。」「昭和感を感じます。平

成・令和はあまり木ではないから。木を使ってい

るからです。」「端の部分に模様がついていてすご

いです。大きさや形が一つずつ違うからです。」５

年生も。「歌で言えば、活気のあっていい曲です。

みんなが力を合わせて（校歌木彫りを）作ったよ

うだから。」「葉っぱのデザインが独特的におしゃ

れです。木の素材だから、見た目の印象がとても

よいです。」もちろん、「う～ん。」「・・・。」「－―

―。」も。思考巡らす健気な姿に私は学びます。 

 開校から半世紀、昔を映す鏡、当時の記録を紹

介します。筆者は昭和５２年３月の第一回卒業生、

今６２歳です。 

－－でも、私に一番心に深く刻み込まれている

ことは何と言っても校歌の木彫りです。全校生徒、

力を合わせて、一枚の板に校歌を彫るのです。な

ぜこんな事をするのかなあと思いながら、字の外 

側を彫り出し始めました。板が固い上に、文字が 

太い所、細い所、曲がった所、跳ねた所があり、と

ても神経を使いました。いつの間にか、手に汗が 

滲み、びっしょり濡れ、彫刻刀が手から滑り落ち 

 

 

 

 

 

 

 

そうになったことが何度かありました。字の外側

の切り込みが終わり、平のみで彫るときには、ほ

っとしました。－－ 

－－時には投げ出したくなりました。勉強の嫌

いな私ですが、『勉強の方がましだ。このくそ板め、

割れてしまえ。』と思った事がありました。でも、

開校式当日、出来上がりを見たとき、その素晴ら

しさに感動しました。茶色の木に字がくっきりと

浮き出され、彫っている時に想像すら出来なかっ

た以上の。この学校がある限り飾り続けられるの

だと思うと喜びで胸が一杯でした。－－ 

－－私はこの時、小さな力の結集が小さな努力

の積み重ねが大きな一つのものを作り上げること

を知りました。この木彫りを通して、何事もすれ

ばできるのだという自信と同時に少しずつの努力

がいかに大きいかを教えられました。－－ 

 

 保護者のみなさま、みなさまが学びに勤しまれ

た学校の校歌を振り返られてはいかがでしょうか。

母校には本校同様、校歌碑が残されていることで

しょう。みなさまが学ばれた学校の真心が校歌に

映し出されています。その真心は我が子を育む構

えの一助になるのではないでしょうか。卒業後に

校歌をリフレインすることは、歴史に学び、未来

をつくる具体の一つではないでしょうか。 

 

 開校から半世紀、今１２歳の６年生も負けてい

ません。６年生には木彫りを作った半世紀前の子

どもたちはこれを通して何を学んだか、直球を投

げ込みました。練三小は油断も隙もあったもんじ

ゃないです。「一人じゃできることは限られている

から、みんなで協力することが大事。仲間がいる

ことは当たり前じゃない。大切です。」「彫刻刀の

使い方はもちろんですが、とてもミスなく再現で

きている。いろいろな時間を使って、それで集中

力。後、みんなの力とチームワーク。」「ずれないよ

うに。練習を何回もすることです。」「全校生徒み

んなで刻んで、小学校を形成していく、つくり上

げていくという気持ちです。」 

さあ、令和の子どもたちよ。きみたちは半世紀

後の子どもたちに何を残すことができるのか。そ

れは主体的・対話的で深い学びか。個別最適で協

働的な学びか。ＩＣＴの多彩な可能性でバーチャ

ルの即時性か。いや、難しいことは言わない。きみ

たちの真心さえ、残せれば。 
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６月・７月の予定   予定は変更になることがあります。 

日 曜 昼の時間 行   事 
授業時間数 

１ 
年 

２ 
年 

３ 
年 

４ 
年 

５ 
年 

６ 
年 

１ 月  開校記念日       

２ 火  １年生５時間授業始 ソフトボール投げ 5 5 6 6 6 6 

３ 水  読書旬間始～６/２３ 4 5 5 5 5 5 

４ 木  避難訓練（コース別集団下校５校時１３：３０頃下校開始）安全指導 5 5 5 5 5 5 

５ 金  ソフトボール投げ予備日 5 5 5 6 6 6 

６ 土         

７ 日         

８ 月 児童集会➀ クラブ② 4 4 5 6 6 6 

９ 火   5 5 6 6 6 6 

10 水  ４時間授業 練馬区教員研修会 4 4 4 4 4 4 

11 木  水泳指導始 5 5 6 6 6 6 

12 金  体力テスト終 ４年本の探検ラリー  5 5 5 6 6 6 

13 土  土曜授業参観日 練三の会大玉送り（自由参加 １１：３０～１２：００） 3 3 3 3 3 3 

14 日         

15 月 読書 委員会③ 4 4 5 5 6 6 

16 火  ６年「こころの劇場」 5 5 6 6 6 6 

17 水  ５時間授業 校区別協議会（練三小会場） 5 5 5 5 5 5 

18 木  兄弟学年交流① 5 5 6 6 6 6 

19 金   5 5 5 6 6 6 

20 土         

21 日         

22 月 読書 教育指導課訪問〔４－３・５－２研究授業のため１４：１５下校〕 4 4 4 4 4 4 

23 火  読書旬間終 5 5 6 6 6 6 

24 水    4 5 5 5 5 5 

25 木   5 5 6 6 6 6 

26 金  体力テスト終 ６年移動教室保護者説明会１４：３０～ 5 5 5 6 6 5 

27 土         

28 日         

29 月 全校集会 クラブ③ 4 4 5 6 6 6 

30 火   5 5 6 6 6 6 

1 水  避難訓練（４校時） 安全指導 4 5 5 5 5 5 

2 木  
兄弟学年交流② ５年移動教室保護者説明会１４：３０～  

職場体験（貫井中生徒）期末短縮始 
5 5 5 5 5 5 

3 金  個人面談 職場体験（貫井中生徒） 4 4 4 5 5 5 

4 土         

5 日         

6 月 児童集会② 個人面談 4 4 4 5 5 5 

7 火  個人面談 4 4 4 5 5 5 

8 水  個人面談 4 4 4 4 4 4 

9 木  個人面談 ５年けがの予防教室 4 4 4 4 4 4 

10 金  個人面談 4 4 4 4 4 4 

11 土         

12 日         

13 月 児童集会③ クラブ④ 4 4 4 5 5 5 

14 火  ５年着衣泳 ４年水道キャラバン 4 4 4 4 4 4 

15 水  ５年着衣泳予備日  4 4 4 4 4 4 

16 木  ５年着衣泳予備日 給食終 水泳指導終 4 4 4 4 4 4 

17 金  終業式 3 3 3 3 3 3 
 


